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道　標

か
っ
た「
普
通
の
司
祭
」と
い
う

表
現
に
つ
い
て
語
り
、「
普
通
の

人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
油
を
塗

ら
れ
、
神
の
わ
ざ
に
よ
っ
て
司

祭
に
な
っ
た
者
に
は
聖
人
を
目

指
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
信
者

に
も
司
教
や
司
祭
の
た
め
に
祈

っ
て
欲
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。

そ
の
後
、
集
ま
っ
た
司
祭
た

ち
は
司
教
と
と
も
に
「
司
祭
の

約
束
の
更
新
」を
行
い
、集
ま
っ

た
１
３
０
人
余
り
の
信
者
た
ち

も
司
教
、
司
祭
た
ち
の
た
め
に

祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
の
中
で
は
、

司
教
に
よ
っ
て
病
者
の
た
め
の

油
、洗
礼
志
願
油
が
祝
別
、ま
た

聖
香
油
が
聖
別
さ
れ
た
。
ま
た

ミ
サ
の
終
わ
り
に
は
、
人
事
異

動
で
鹿
児
島
教
区
を
離
れ
る
関

根
神
父
、萩
原
神
父
、ま
た
ド
イ

ツ
へ
と
帰
国
す
る
ア
ッ
シ
ャ
ー

神
父
に
花
束
が
渡
さ
れ
た
ほ

か
、
今
年
度
か
ら
新
任
地
に
赴

任
す
る
司
祭
た
ち
に
任
命
書
が

手
渡
さ
れ
た
。

一
致
し
、
各
々
の
生
活
の
中
で

神
の
み
旨
を
実
行
し
、
証
し
し

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
」
と
中

野
司
教
。「
こ
れ
を
司
祭
・
信
徒

の
各
々
が
自
覚
し
、
意
識
し
て

生
活
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
福
音

は
伝
わ
る
」
と
説
い
た
。

こ
の
日
、
約
30
人
が
ミ
サ
に

参
列
。ミ
サ
の
後
、中
野
司
教
を

囲
ん
で
懇
親
会
も
あ
っ
た
。

種
子
島
教
会
に
つ
い
て
、
栃

尾
神
父
は「
母
性
的
な
教
会
」と

表
現
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ

ム
の
人
た
ち
も
馴
染
ん
で
い

る
。と
て
も
入
り
や
す
く
、親
し

み
や
す
い
教
会
」と
紹
介
し
た
。

信
徒
会
長
の
串
間
静
夫
さ
ん

は
、
種
子
島
教
会
の
現
状
に
つ

い
て
、「
全
体
と
し
て
人
数
が
少

な
い
た
め
、修
繕
な
ど
、積
み
立

て
し
て
も
な
か
な
か
難
し
い
」

と
こ
ぼ
す
。「
そ
れ
で
も
、
少
人

数
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
集

ま
っ
て
く
れ
る
。
中
野
司
教
の

説
教
を
励
み
に
、
皆
が
負
担
に

思
わ
ず
集
え
る
よ
う
な
教
会
に

し
た
い
」
と
話
し
た
。

（
報
告
・
諏
訪
勝
郎
助
祭
）

中
野
裕
明
司
教

が
３
月
17
日
、
種

子
島
教
会
を
訪
問

し
た
。
四
旬
節
と

は
、「
ど
ん
な
苦
し

い
時
で
も
イ
エ
ス

に
従
っ
て
歩
む
と

い
う
信
仰
を
確
認

す
る
季
節
」
と
説

教
。
ま
た
定
例
司

祭
集
会
で
示
し
た

「
教
会
を
支
え
る

三
つ
の
柱
」（
神
の

言
葉
・
秘
跡
・
愛

の
業
）
に
つ
い
て

説
明
し
、「
こ
れ
を

各
々
が
自
覚
し
て

生
活
す
れ
ば
、
自

訪
問
し
た
。

中
野
司
教
は
、
ミ
サ
の
説
教

で
、こ
の
日
の
福
音
で
あ
る「
主

の
変
容
」
を
取
り
上
げ
、「
主
の

変
容
を
境
に
イ
エ
ス
の
公
生
活

が
前
後
に
区
分
さ
れ
る
」
と
説

明
。
前
半
を
イ
エ
ス
が
奇
跡
を

表
し
た
、
弟
子
た
ち
に
と
っ
て

「
楽
し
い
時
」、
後
半
を
イ
エ
ス

が
受
難
に
向
か
っ
て
歩
む
、
弟

子
た
ち
に
と
っ
て「
苦
し
い
時
」

と
し
、四
旬
節
を「
ど
ん
な
苦
し

い
時
で
も
イ
エ
ス
に
な
ら
い
、

イ
エ
ス
に
従
っ
て
歩
む
と
い
う

信
仰
を
確
認
す
る
季
節
」
と
説

い
た
。

ま
た
、
今
年
の
１
月
の
定
例

司
祭
集
会
で
示
し
た
「
教
会
を

支
え
る
三
つ
の
柱
」に
つ
い
て
、

三
つ
の
柱
を
、
①
神
の
こ
と

ば
＝
神
の
呼
び
か
け
、
②
秘

跡
＝
交
わ
り
と
一
致
、
③
愛
の

業
＝
実
行
と
証
し
―
と
説
明
し

た
。「

私
た
ち
は
各
自
の
意
志
で

教
会
に
集
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
神
の
呼
び
か
け
に
こ
た

え
て
集
い
、
交
わ
り
を
持
っ
て

午
前
11
時
か
ら
の
今
年
の
聖

香
油
ミ
サ
に
は
中
野
裕
明
司
教

と
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
、
こ

れ
に
31
人
の
司
祭
と
終
身
助
祭

５
人
が
加
わ
り
ミ
サ
を
進
め

た
。
ま
た
会
衆
席
に
は
ハ
ン
マ

神
父
と
３
月
３
日
か
ら
心
不
全

の
た
め
入
院
中
で
、
こ
の
日
外

出
許
可
を
受
け
た
竹
山
昭
神
父

の
姿
も
あ
っ
た
。

池
上
利
男
終
身
助
祭
に
よ
る

ル
カ
福
音
書
の
朗
読
後
に
説
教

し
た
中
野
司
教
は
、
目
指
す
司

祭
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
調

査
で
司
祭
た
ち
か
ら
返
答
の
多

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
鹿
児
島
教
区
は
こ
れ
ま

で
「
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念

祭
」
を
８
月
中
に
日
時
を
変

え
て
祝
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
（
渡
来
４
７
０
年
）
か

ら
、
８
月
15
日
に
固
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
理
由
を
お
話
し
し
ま
す
。

８
月
15
日
は
①
聖
母
被
昇
天
の
祭
日
、
②

終
戦
記
念
日
、
③
日
本
の
教
会
主
催
の
平
和

旬
間
の
最
終
日
、
④
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
の
鹿
児
島
上
陸
の
日
、
⑤
盆
（
死
者

の
霊
を
祭
る
仏
事
）
の
五
つ
の
記
念
す
べ
き

事
柄
が
集
中
し
て
い
る
日
に
な
っ
て
い
る
た

め
「
人
が
集
ま
り
に
く
い
」
「
ど
の
点
を
強

調
し
た
ら
い
い
の
か
ま
と
ま
ら
な
い
」
な
ど

の
理
由
に
よ

り
、
開
催
日

時
の
検
討
が

な
さ
れ
、
他

の
日
に
移
動

し
て
い
ま
し

た
。
多
分
、

参
加
者
が
一
番
集
ま
り
や
す
い
日
、
と
い
う

こ
と
が
そ
の
理
由
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
私
は
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
事
柄
の
意
味
を

そ
れ
ぞ
れ
検
証
し
て
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
⑤
盆
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
死
者

の
た
め
に
は
11
月
に
祈
る
の
で
省
き
ま
す
。

②
は
戦
没
者
慰
霊
の
日
と
い
う
意
味
合
い
が

あ
る
の
で
、
⑤
盆
と
繋
が
り
ま
す
の
で
省
き

ま
す
。
③
は
広
島
平
和
記
念
日
（
６
日
）
か

ら
始
ま
り
、
長
崎
原
爆
の
日
（
９
日
）
を
経

て
戦
争
終
結
の
日
に
繋
が
る
の
で
、
日
本
の

司
教
団
は
、
こ
の
10
日
間
を
「
平
和
旬
間
」

と
定
め
、
平
和
の
意
味
を
考
え
、
平
和
を
実

現
す
る
人
（
マ
タ
イ
５
・
９
）
が
増
え
る
よ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
の
で

残
し
ま
す
。
①
聖
母
被
昇
天
祭
と
④
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
上
陸
の
日
も
繋
が

っ
て
い
ま
す
。
聖
ザ
ビ
エ
ル
の
書
簡
に
よ
る

と
「
一
五
四
九
年
八
月
、
聖
母
の
祝
日
（
15

日
）
に
到
着
し
た
」
（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
全
書
簡
４
７
１
ペ
ー
ジ
６
行
）
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
15
日
）
は
お
そ
ら
く
訳
者
注
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
聖
母
被
昇
天
の

祭
日
が
信
仰
箇
条
に
加
え
ら
れ
た
の
は
１
９

５
０
年
教
皇
ピ
オ
12
世
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
時
８
月
15
日
が
祝
日
と
し
て
定
め
ら
れ
た

か
ら
で
す
。
実
は
聖
母
マ
リ
ア
が
、
死
後
霊

肉
と
も
に
天
に
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
教
え
は

12
～
13
世
紀
の
頃
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
界

に
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
全
世
界
の
教
会

で
信
ず
べ
き
教
義
と
し
て
公
布
し
た
の
が
教

皇
ピ
オ
12
世
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
な

ぜ
教
皇
が
１
９
５
０
年
の
時
点
で
、
聖
母
の

被
昇
天
を
教
義
と
し
て
公
布
し
た
か
と
い
え

ば
、
忌
ま
わ
し
い
第
２
次
世
界
大
戦
の
開
始

か
ら
数
え
て
10
年
後
、
教
会
が
人
類
の
憎
悪

を
掻
き
立
て
る
悪
魔
の
奸
計
に
二
度
と
は
ま

る
こ
と
な
く
死
後
霊
肉
と
も
に
天
に
あ
げ
ら

れ
た
聖
母
マ
リ
ア
を
賛
美
し
な
が
ら
、
教
会

の
表
象
で
あ
る
聖
母
マ
リ
ア
に
倣
い
、
そ
の

執
り
成
し
を
記
念
す
る
よ
う
に
と
の
教
皇
の

熱
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
聖
ザ
ビ
エ
ル
が
そ
の
書

簡
に
鹿
児
島
上
陸
の
日
が
偶
然
に
も
聖
母
の

祝
日
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
こ
と
を

２
度
も
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
聖
母

に
感
謝
し
た
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
日
は
、
わ
が
日
本
国
民
に
と
っ
て

終
戦
の
日
、
そ
の
日
を
境
に
も
う
こ
れ
か
ら

は
戦
争
を
し
ま
せ
ん
、
平
和
を
構
築
し
ま
す

と
誓
う
日
で
あ
り
ま
す
。
実
に
福
音
が
も
た

ら
さ
れ
た
日
で
あ
る
の
で
す
。
そ
の
意
味

で
、
そ
の
日
を
「
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
の
記
念

日
」
と
称
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
蛇

足
な
が
ら
、
聖
ザ
ビ
エ
ル
の
上
陸
記
念
碑
は

下
関
に
も
あ
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
薄
れ

て
き
た
と
い
う
印
象
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
あ

し
か
ら
ず
お
許
し
下
さ
い
。

司教の手紙

８
月
15
日
を
「
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
日
」
と
し
て
祝
う

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

司
祭
は
聖
人
を
目
指
し
て
欲
し
い

聖
香
油
ミ
サ
で
中
野
司
教
が
説
教

ず
か
ら
福
音
は
伝
わ
る
」
と
説

い
た
。

中
野
司
教
が
種
子
島
教
会
を

訪
問
す
る
の
は
、
鴨
池
教
会
助

任
司
祭
の
頃
、
子
ど
も
達
の
キ

ャ
ン
プ
の
引
率
で
訪
れ
て
以

来
、約
40
年
振
り
と
の
こ
と
。こ

の
日
は
、
司
教
着
任
の
挨
拶
も

兼
ね
、「『
教
会
を
支
え
る
三
つ

の
柱
』
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ

し
い
」
と
の
主
任
司
祭
・
栃
尾

泰
英
神
父
の
依
頼
に
こ
た
え
て

福音宣教はわたしたちの使命です。「世
界広報の日」は、この福音宣教の分野の中
でもとくに新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、
映画、インターネットなどの広報媒体を用
いて行う宣教について、教会全体で考え、
反省し、祈り、献金をささげる日です。日
本のようにマスコミや技術の進歩している
国で、広報が社会や文化に及ぼす影響はは
かりしれないものがあります。広報の重要
性を再認識し、広報を通して社会と人々に
どのようにかかわっていくことができる
か、また、実際どのようにかかわっている
かを考えることが大切です。

「世界広報の日」は、第二バチカン公会
議で定められ、1967年以来、毎年教皇メッセ
ージが出されています。なお、多くの国では
復活節第７主日をこの日に定めています。

５月26日は世界広報の日

教会を支える三つの柱を説明
中野司教が種子島教会訪問

４
月
16
日
（
火
）
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念

聖
堂
で
、
恒
例
の
「
聖
香
油
ミ
サ
」
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
教
区

各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
き
た
司
祭
た
ち
が
中
野
司
教
と
と
も

に
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
司
祭
職
制
定
を
記
念
す
る
と
と
も
に
司

教
と
司
祭
の
絆
を
確
認
し
た
。
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川内教会
小島芳武助祭

阿久根教会
石神秀人助祭

喜界島教会
四條淳也助祭

加世田教会
川口　茂助祭

母間教会
池上利男助祭

母間教会
池上聖行助祭

谷山教会
久保俊弘助祭

鴨池教会
桃薗淳一郎助祭

神学院
諏訪勝郎助祭

引退
成相明人神父

引退
田原　章神父

留学
霧島　彬神父

留学
貴島丈弥神父

YBU本部
小川靖忠神父

司教館
永山幸弘神父

和泊教会
福崎英雄神父

母間教会
福崎英雄神父

古仁屋教会
金熙一神父

古仁屋教会
松永正男神父

古田町教会
田端孝之神父

古田町教会
金熙一神父

古田町教会
柳本繁春神父

古田町教会
松永正男神父

小宿教会
鈴木康由神父

聖心教会
ティエン神父

大熊教会
タム神父

瀬留教会
宋診旭神父

大笠利教会
内野洋平神父

種子島教会
栃尾泰英神父

垂水教会
丸野六雄神父

志布志教会
寝占敦之神父

鹿屋教会
ディーノ神父

加世田教会
朴鎭亮神父

指宿教会
郡山健次郎司教

谷山教会
ボスコ神父

谷山教会
頭島　光神父

紫原教会
山口好信神父

鴨池教会
泉　浩二神父

ザビエル教会
李秉德神父

ザビエル教会
竹山　昭神父

ザビエル教会
小隈憲士神父

玉里教会
李秉德神父

吉野教会
鄭法鍾神父

姶良教会
アン神父

国分教会
サンタマリア神父

溝辺教会
朴昶奎神父

入来教会
ハンマ神父

大口教会
橋口啓悟神父

川内教会
メニッヒ神父

阿久根教会
坂本　進神父

出水教会
鄭成淙神父

教区本部
末吉卓也神父

教区長
中野裕明司教

2019年

鹿
児
島
教
区
の
聖
職
者
た
ち
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の
関
東
在
住
の
４
人
の
兄
姉
も

参
加
し
建
立
を
祝
っ
た
。

記
念
日
が
建
て
ら
れ
た
の
は

福
田
神
父
の
母
方
の
実
家
の
空

地
。
福
田
家
の
好
意
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
。な
お
、こ
の
事
業

の
立
案
と
調
査
、
碑
文
作
成
は

昨
年
10
月
に
急
逝
し
た
故
大
松

正
弘
神
父
に
よ
る
も
の
。

記
念
碑
建
立
が
実
現
し
て

平
土
野
教
会
　
順
　
秀
子

検
福
に
初
め
て
パ
リ
外
国
宣

教
会
の
ブ
イ
ジ
ュ
神
父
は
じ
め

フ
ェ
リ
ェ
神
父
、
ガ
ラ
シ
神
父

の
３
人
が
訪
れ
て
１
１
８
年
に

な
り
ま
す
。昨
年
、今
は
亡
き
大

松
神
父
か
ら
「
石
碑
を
建
て
た

ら
」と
提
案
が
あ
り
、福
田
神
父

が
生
活
な
さ
っ
て
い
た
場
所
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
話
が
ま
と
ま
り
、
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
草
払
い
作
業
か
ら
始
め

土
地
の
整
地
を
行
い
、
ま
た
隣

近
所
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
建
立
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

３
月
24
日
（
日
）
に
は
、
中
野

徳
之
島
教
会
の
全
信
徒
は
３

月
24
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
中

野
裕
明
司
教
を
迎
え
て
、
徳
之

島
で
初
め
て
福
音
が
告
げ
ら
れ

た
地
に
記
念
碑
を
建
立
し
祝
っ

た
。
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
の

は
、
徳
之
島
は
伊
仙
町
面
縄
検

福
に
あ
る
元
信
者
宅
の
敷
地

内
。記
念
碑
に
は「
１
９
０
１
年

１
月
パ
リ
外
国
宣
教
会
ブ
イ
ジ

ュ
神
父
こ
こ
検
福
説
教
所
に
て

宣
教
す
る
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

記
念
碑
の
祝
福
式
は
四
旬
節

第
３
主
日
の
ミ
サ
の
中
で
行
わ

れ
た
。
ミ
サ
中
説
教
の
中
で
中

野
司
教
は
、「
記
念
碑
を
建
立
す

る
理
由
は
私
た
ち
の
信
仰
の
ル

ー
ツ
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ

る
。
私
た
ち
の
信
仰
に
始
ま
り

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
終
わ

り
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
忘
れ
な
い

で
人
生
を
送
る
た
め
に
、
私
た

ち
は
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
を

告
げ
る
毎
週
の
主
日
の
ミ
サ
に

あ
ず
か
る
」
と
説
い
た
。

式
に
は
、場
所
を
提
供
し
た
、

福
田
正
範
神
父（
カ
ル
メ
ル
会
）

３
日
（
金
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
　
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
誓
願
宣
立
記
念
ミ

サ
・
鹿
児
島
修
道
院
・
11
時

５
日
（
日
）
復
活
節
第
３
主
日

11
日
（
土
）
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
講
演
会
「
ホ
ス
ピ
ス
で
の
現
場
体
験

か
ら
の
学
び
」
・
13
時
30
分
・
教
区
本
部

12
日
（
日
）
復
活
節
第
４
主
日

▼
世
界
召
命
祈
願
の
日

17
日
（
金
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
８
年
）

19
日
（
日
）
復
活
節
第
５
主
日

20
日
（
月
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
霊
名
（
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
）

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

21
日
（
火
）
聖
マ
リ
ア
学
園
監
査
・
教
区
本
部
・
９
時
30
分

22
日
（
水
）
聖
マ
リ
ア
学
園
評
議
員
会
理
事
会
・
教
区
本
部
・
９
時

30
分

26
日
（
日
）
復
活
節
第
６
主
日

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

28
日
（
火
）
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
実
行
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

31
日
（
金
）
聖
母
の
訪
問

▼
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
７
年
）

〔
司
教
日
程
〕
３
日
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
ミ
サ
、
10
日

サ
ポ
ー
ト
会
議
（
仙
台
）
、
12
日
大
熊
教
会
ミ
サ
、
19
日
吉
野
教

会
ミ
サ
、
、
20
～
28
日
ロ
ー
マ
訪
問
、
29
～
31
日
仁
川
教
区
（
韓

国
）
訪
問

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

ア
フ
リ
カ
の
教
会
、
一
致
の
か
ら
し
種

日
本
の
教
会

子
ど
も
の
健
全
な
成
長

シ
ス
タ
ー
泉
キ
リ
エ
の
講
演
会

「
ホ
ス
ピ
ス
で
の
現
場
体
験
か
ら
の
学
び
」

日
　
時

５
月
11
日
（
土
）
13
時
30
分

場
　
所

教
区
本
部
会
議
室
　
参
加
費
用

千
円
　

問
い
合
わ
せ

福
沢
　
℡
０
９
０
（
２
０
８
３
）
９
２
２
３

排
除
「
Z
E
R
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
リ
レ
ー
写
真
展
に
つ
い
て

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
は
国
際
カ
リ
タ
ス
か
ら
の
呼
び
か
け
に
こ
た

え
、
国
内
に
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
教
区
内
の
開
催
日
程
は
以
下
の
と
お
り

①
５
月
12
日
（
日
）
 母
間
教
会
　
②
５
月
19
日
（
日
）
 姶
良

教
会
　
③
５
月
26
日
（
日
）
 国
分
教
会
　
④
６
月
２
日

（
日
）
 加
世
田
教
会
　
⑤
６
月
９
日
（
日
）
 川
内
教
会

四
旬
節
献
金
・
年
間
寄
付
金
な
ど
で
お
支
え
頂
い
た
活
動
内
容
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

故
大
松
正
弘
神
父
の
夢
を
実
現

徳
之
島
検
福
に
「
宣
教
開
始
」
の
記
念
碑
建
立

会

と

催

し

５
月

裕
明
司
教
様
、
福
田
神
父
様
の

ご
兄
弟
３
人
を
お
迎
え
し
、
ご

ミ
サ
、
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
天
気
に
は
恵

ま
れ
た
も
の
の
寒
い
日
で
し
た

が
、
寒
い
中
に
も
信
者
た
ち
に

は
や
り
遂
げ
た
と
い
う
気
持
ち

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
主

任
司
祭
の
福
崎
神
父
様
は
大
松

神
父
様
の
思
い
を
実
現
で
き
た

こ
と
で
感
無
量
と
い
う
表
情
を

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
ミ
サ
と
式
典
の
後
は
会
場

を
面
縄
教
会
に
移
し
て
祝
賀
の

昼
食
会
を
開
き
ま
し
た
。

私
た
ち
徳
之
島
の
信
徒
は
福

崎
神
父
様
、池
上
聖
行
助
祭
、池

上
利
男
助
祭
と
と
も
に
２
年
後

に
迎
え
る
宣
教
１
２
０
周
年
を

盛
大
に
祝
え
る
よ
う
今
か
ら
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
石
碑
建
立
の
検
福
の
地
が
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
み
な
ら
ず
、

徳
之
島
の
巡
礼
地
に
な
っ
て
皆

が
訪
れ
、神
様
を
賛
美
し
、ホ
ッ

と
で
き
る
憩
い
の
場
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
３
月
21
日（
木
）に
は
母

間
教
会
で
池
上
利
男
終
身
助
祭

の
叙
階
式
が
あ
り
、
各
地
か
ら

多
く
の
方
が
徳
之
島
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
り
盛
大
に
祝
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

教
会
で
は
バ
ザ
ー
や
子
ど
も

達
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
多
く
の
行

事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
楽

し
み
な
が
ら
主
の
も
と
に
一
つ

に
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、是
非
、徳
之
島
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。２
年
後
、お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

た
の
神
、主
の
祭
壇
を
築
き
、そ

の
上
で
あ
な
た
の
神
、
主
に
焼

き
尽
く
す
献
げ
物
を
さ
さ
げ
な

さ
い
。」と
い
う
中
で
使
わ
れ
て

い
ま
す（
27
・
６
）。こ
こ
で「
自

然
の
ま
ま
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉

が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、「
完
全
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
神
様
が
創
ら
れ
た
ま

ま
の
状
態
、ま
た
、手
を
加
え
ら

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
意
味
も

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
言
葉
は
「
何
も
し
な
く

て
よ
い
」と
か「
そ
の
ま
ま
で
い

い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
来
、神

の
被
造
物
で
あ
る
人
間
は
、
そ

る
よ
う
に
、
人
間
が
な
す
善
行

の
す
べ
て
は
神
様
と
キ
リ
ス
ト

の
助
力
に
よ
る
も
の
で
す
(Ｄ

Ｓ
１
５
４
６
)。
つ
ま
り
、
聖
霊

や
恩
恵
が
注
が
れ
た
結
果
、
人

間
は
善
行
を
な
せ
る
、
と
言
え

る
の
で
す
。

私
た
ち
が
神
様
の
前
で
「
あ

り
の
ま
ま
で
い
る
」即
ち「
完
全

な
者
」
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

は
、
私
た
ち
の
働
き
に
よ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ブ
ラ

イ
語
に
基
づ
け
ば
、
被
造
物
で

あ
る
私
た
ち
が
、
自
分
自
身
を

神
様
に
明
け
渡
す
こ
と
に
あ
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

の
ま
ま
に
し
て
神
様
を
現
す
も

の
で
す
。な
ぜ
な
ら
、人
間
は
神

様
の
似
姿
と
し
て
創
ら
れ
た
か

ら
で
す（
創
世
記
１
・
26
、27
）。

天
の
父
は
自
分
が
神
様
で
あ
る

こ
と
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な

こ
と
は
な
さ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

と
同
じ
で
、
私
た
ち
も
信
者
だ

か
ら
と
い
っ
て
、特
段
、善
行
な

ど
を
意
識
的
に
す
る
必
要
は
な

い
の
で
す
。
パ
ウ
ロ
は
「
神
は
、

わ
た
し
た
ち
が
行
っ
た
義
の
業

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
御
自
分

の
憐
れ
み
に
よ
っ
て
、
わ
た
し

た
ち
を
救
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。」
と
語
り
ま
す
（
テ
ト
ス

３
・
５
）。
ま
た
、
教
義
に
も
あ

マ
タ
イ
福
音
書
に
於
け
る

「
完
全
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
、ギ
リ
シ
ャ
語
で
は「
十
分
に

成
長
す
る
」
と
い
う
意
味
も
あ

る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
以
前
に

お
話
し
し
ま
し
た
（
２
０
１
５

年
11
月
）。
今
回
は
、
こ
の
言
葉

を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
も
「
完
全
」

を
意
味
す
る
言
葉
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
特
徴
的
な

使
わ
れ
方
を
申
命
記
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は

「
あ
な
た
が
全
く
正
確
な
重
り

と
全
く
正
確
な
升
を
使
う
な
ら

ば
、あ
な
た
の
神
、主
が
与
え
ら

れ
る
土
地
で
長
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
が
、」
と
あ
り
ま
す

（
25
・
15
）。
こ
こ
で
「
全
く
」
と

訳
さ
れ
た
二
つ
の
言
葉
は
「
完

全
な
」
を
意
味
す
る
形
容
詞
で

す
。面
白
い
こ
と
に
、同
じ
言
葉

が
「
自
然
の
ま
ま
の
石
で
あ
な

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
⒀
》

「
完
全
」
に
つ
い
て
考
え
る
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見
た
。味
は
同
じ
。ビ
ー
ル
を
注

文
す
る
。
５
０
０
㎖
で
１
万
２

千
シ
リ
ン
グ
。
５
桁
に
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
４
０

０
円
く
ら
い
。
ビ
ー
ル
に
し
て

は
高
い
け
ど
、
高
級
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ら
普
通
、
い
や

む
し
ろ
安
い
く
ら
い
で
あ
る
。

ウ
ガ
ン
ダ
を
代
表
す
る
銘
柄
ら

し
く
、「
ナ
イ
ル
・
ス
ペ
シ
ャ

ル
」と
書
い
て
あ
る
。ア
ル
コ
ー

ル
度
は
少
し
高
め
だ
が
飲
み
や

す
い
。
と
な
り
に
座
っ
た
女
性

に
勧
め
た
が
「
ま
っ
た
く
飲
め

な
い
ん
で
す
」
と
あ
っ
さ
り
断

ら
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て

い
く
う
ち
、
そ
の
Ｖ
さ
ん
は
中

部
地
方
か
ら
い
ら
し
て
い
る
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
普
通
の
ツ
ア
ー
だ
っ

た
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
と
隣

り
合
う
確
率
は
ほ
ぼ
０
だ
ろ
う

け
ど
、Ｗ
Ｖ（
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ

ョ
ン
）
が
そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト

教
系
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
な
あ
と

は
思
っ
て
い
た
。

部
屋
に
戻
っ
て
か
ら
さ
っ
そ

く
絵
ハ
ガ
キ
、
浅
井
先
生
か
ら

預
か
っ
て
き
た
２
人
へ
の
返
事

を
書
く
。日
本
ま
で
、と
い
う
と

２
枚
で
７
千
６
百
シ
リ
ン
グ
の

請
求
。
も
う
４
桁
で
は
驚
か
な

い
。こ
の
日
出
し
た
ハ
ガ
キ
、午

前
授
業
ま
で
に
は
着
い
て
い
た

そ
う
だ
。

旅
の
３
日
目
、
７
月
30
日
月

曜
日
、朝
５
時
ご
ろ
起
床
。ひ
と

り
抜
け
出
し
、朝
の
ミ
サ
へ
。だ

い
た
い
主
日（
日
曜
日
）以
外
の

ミ
サ
は
６
時
半
始
ま
り
が
相
場

な
の
だ
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

６
時
と
い
う
こ
と
も
、
と
思
い
、

６
時
前
に
例
の
王
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
小
教
区
へ
。
今
度
は
い
わ

ゆ
る
聖
堂
の
中
に
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
聖
堂
は
３
階
に
あ
っ

た
。昨
日
は
、こ
こ
か
ら
モ
ニ
タ

ー
で
映
し
て
い
た
わ
け
だ
。
確

か
に
カ
メ
ラ
が
設
置
し
て
あ

る
。
こ
の
３
階
の
聖
堂
だ
け
で

も
２
０
０
人
は
入
り
そ
う
な
広

さ
だ
か
ら
、
昨
日
の
ミ
サ
は
い

っ
た
い
何
人
が
参
加
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。し
か
も
、夕
刻
５
時

太
平
洋
戦
争
な
ど
数
多
く
の
戦

争
を
し
ま
し
た
。
日
清
戦
争
か

ら
日
中
戦
争
ま
で
は
日
本
軍
が

勝
ち
進
み
、
１
９
４
１
年
太
平

洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
。
日

本
は
次
第
に
劣
勢
に
な
り
、
本

土
へ
の
Ｂ
29
に
よ
る
焼
夷
弾
攻

撃
に
よ
っ
て
日
本
中
の
多
く
の

町
が
焼
き
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
広
島
へ

の
原
爆
投
下
に
よ
り
14
万
人

が
、
８
月
９
日
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
に
よ
り
７
万
人
以
上
が
亡

く
な
り
、
日
本
は
敗
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の

植
民
地
主
義
を
手
本
と
し
て

「
富
国
強
兵
」
「
殖
産
興
業
」

の
政
策
を
推
し
進
め
る
た
め
に

数
多
く
の
侵
略
戦
争
を
し
ま
し

た
。
後
半
の
73
年
間
は
平
和
憲

法
（
９
条
）
の
も
と
、
一
度
も

戦
争
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

村
山
談
話
で
は
、
日
本
が
第

二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
ア
ジ

ア
諸
国
で
侵
略
や
植
民
地
支
配

を
行
っ
た
こ
と
を
認
め
、
謝
罪

し
ま
し
た
。

安
倍
談
話
に
は
、
侵
略
の
歴

史
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
政

府
は
戦
前
の
歴
史
を
賛
美
し
て

い
ま
す
。
憲
法
９
条
②
項
の

「
戦
力
は
保
持
し
な
い
」
を
改

悪
し
て
自
衛
隊
を
明
記
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
安
保

法
制
で
も
戦
争
を
す
る
国
、
ア

メ
リ
カ
と
共
に
戦
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
苦
々
し

３
月
22
日
、
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
憲
法
９

条
講
演
会
」
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
鳥
越
俊
太
郎
氏
の
話
。

政
府
は
２
０
１
８
年
が
明
治

元
年
か
ら
満
１
５
０
年
に
あ
た

る
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
の
１

５
０
年
は
明
治
維
新
か
ら
敗
戦

ま
で
と
敗
戦
か
ら
現
在
ま
で
の

二
つ
に
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
前
半
の
77
年
は

戦
争
の
時
代
、
後
半
の
73
年
間

は
戦
争
を
し
な
い
時
代
と
言
え

ま
す
。
戦
争
の
時
代
に
は
日
清

戦
争
、
日
露
戦
争
、
満
州
事

変
、
支
那
事
変
、
日
中
戦
争
、

く
思
っ
て
い
る
人
は
平
成
天
皇

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
天
皇

は
11
歳
で
敗
戦
を
迎
え
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
戦
後
の
国
民
の
苦

し
さ
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
作
家
ヴ
ァ
イ
ニ
ン

グ
夫
人
を
家
庭
教
師
と
し
、
そ

の
影
響
も
受
け
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
天
皇
が
在
位
中
特
に
大

切
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
戦
争
で

亡
く
な
ら
れ
た
人
々
に
対
す
る

慰
霊
の
旅
で
し
た
。
遺
族
と
話

さ
れ
る
時
は
ひ
ざ
ま
ず
い
て
、

国
民
と
同
じ
目
線
で
話
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
次
の
天
皇
も
こ

の
よ
う
な
あ
り
方
を
引
き
継
い

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
国
内
に
米
軍
基
地
が
１
３

５
か
所
、
首
都
東
京
に
は
８
か

所
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心
が
横

田
基
地
で
、
そ
の
周
囲
の
広
い

区
域
は
横
田
空
域
と
言
わ
れ
て

日
本
の
飛
行
機
が
飛
ぶ
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
日
本
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
は
、
①
戦
前
の
歴
史
を

し
っ
か
り
反
省
す
る
こ
と
、
②

日
米
安
保
条
約
、
日
米
地
位
協

定
な
ど
に
よ
る
米
軍
支
配
を
改

善
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
指
宿
教
会
　
永
井
　
勲
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
５
月
18
日
（
土
曜

日
）
13
時
～
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

旅
の
２
日
目
、
７
月
29
日
日

曜
日
、
夕
刻
の
主
日
の
ミ
サ
に

て
延
々
説
教
を
聞
く
。
一
向
に

終
わ
る
気
配
が
な
い
。
も
う
６

時
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
最
後
ま

で
い
る
の
は
あ
き
ら
め
る
。
教

会
の
ビ
ル
を
出
た
と
こ
ろ
に
、

露
天
商
。
ロ
ザ
リ
オ
や
ご
絵
な

ど
が
並
べ
て
あ
る
。
そ
う
い
え

ば
、
ロ
ザ
リ
オ
会
入
会
の
と
き

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
の
ロ
ザ

リ
オ
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
を
思
い
出
し
た
。
５
本
を

１
万
５
千
シ
リ
ン
グ
で
購
入
。

５
桁
に
な
る
と「
高
い
な
あ
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
し
ま

う
の
だ
が
、
こ
れ
も
日
本
円
に

直
す
と
、
１
本
あ
た
り
１
０
０

円
だ
か
ら
、
日
本
で
の
価
格
の

10
分
の
１
ほ
ど
で
あ
る
。
も
っ

と
買
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
か

（
今
ロ
ザ
リ
オ
会
に
入
会
す
る

と
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
買
っ
て

き
た
ロ
ザ
リ
オ
も
ら
え
ま

す
。
先
着
５
人
）。
ま
た
ホ

テ
ル
に
入
る
と
き
に
二
重

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
、
夕
食
会
場

へ
。
夕
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
あ
ま
り
ウ

ガ
ン
ダ
ら
し
さ
は
な
く
、

日
本
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
と

ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
、
お
米
は

い
わ
ゆ
る
イ
ン
デ
ィ
カ

米
。
黄
色
い
皮
の
パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
初
め
て

台
の
ミ
サ
だ
っ
た
ら
、
何
か
の

都
合
で
、
午
前
の
ミ
サ
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た

は
ず
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
カ
ト
リ
ッ

ク
の
勢
力
は
す
ご
い
。

聖
堂
に
入
っ
た
ら
、
も
う
す

で
に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
が
始
ま

っ
て
い
た
。
主
日
で
も
な
い
の

に
ロ
ザ
リ
オ
と
は
熱
心
で
あ

る
。
６
時
20
分
に
ミ
サ
が
始
ま

る
。「
半
端
な
時
刻
や
な
あ
」。そ

れ
に
し
て
も
、
い
っ
た
い
ど
の

く
ら
い
時
間
が
か
か
る
の
や
ら

心
配
に
な
っ
て
き
た
。
主
日
以

外
の
ミ
サ
は
30
分
が
こ
れ
ま
た

相
場
。
ツ
ア
ー
の
朝
の
集
合
は

７
時
50
分
、
朝
食
も
ま
だ
な
の

で
、
７
時
を
過
ぎ
た
ら
ま
た
途

中
で
出
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ

れ
に
し
て
も
ミ
サ
が
始
ま
っ
た

あ
と
か
ら
も
続
々
と
人
が
入
っ

て
く
る
。
１
５
０
人
は
下
り
そ

う
も
な
い
。
説
教
の
こ
と
も
だ

が
、ご
聖
体
拝
領（
ミ
サ
の
中
で

聖
別
さ
れ
た
パ
ン
を
列
に
な
り

一
人
ひ
と
り
い
た
だ
く
）
に
か

か
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い
な
の

か
心
配
に
な
っ
て
く
る
。
主
日

以
外
は
説
教
が
省
略
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
し
っ
か
り
説
教

が
あ
っ
た
。で
も
短
か
っ
た
。助

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
５
月
号

ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
 ２
０
１
８

④
朝
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
る

谷
山
教
会
信
徒

岩

崎

正

幸

ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
貧
し
い
国

の
子
ど
も
の
支
援
を
続
け
て
い
る
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
教
諭
の

岩
崎
正
幸
さ
ん
は
、
昨
年
夏
、
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
の
い

る
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
。
教
区
報
で
は
、
生
徒
の
た
め
に

と
執
筆
し
た
「
ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
２
０
１
８
」
の
４
回
目
。

朝ミサの前のロザリオの祈り

短
　
歌鴨

池
教
会
　
前
田
儀
子

細
胞
に
食
ひ
込
む
癌
を
思
ひ

つ
つ
眠
れ
ぬ
夜
の
雨
は
激
し

き眠
る
ご
と
棺
の
小
窓
に
弟
は

ふ
た
た
び
ま
な
こ
開
く
る
こ

と
な
く

青
空
に
満
開
の
櫻
美
し
く
映

え
戦
争
な
き
世
い
つ
い
つ
ま

で
も

吉
野
教
会
　
中
江
　
均

大
空
に
垣
間
見
え
た
り
み
手

の
技
何
を
告
げ
る
や
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル

元
気
か
と
問
わ
れ
し
知
己
へ

現
役
と
八
十
路
恵
ま
れ
わ
が

み
ち
辿
る国

分
教
会
　
市
来
房
枝

山
桜
両
側
に
咲
く
道
を
降
り

教
会
へ
行
く
日
曜
の
朝

教
会
の
庭
に
み
の
り
し
オ
リ

ー
ブ
を
ピ
ク
ル
ス
に
し
て
神

父
は
給
ふ

文
　
芸

キッペス神父の黙想会

内面的な生き方〜信仰を活かす生き方
6月1日（土）〜2日（日）/10月26日（土）〜27日（日）

場　所 マリア山荘
参加費　10,000円（宿泊代・食事代含む）

但し、1日目の昼食は除きます。1
日だけでの参加も可能です。
申込先 ℡090-2083-9223（福沢智子）

とそ子ども食堂

寄付は下記の口座にお願いします。
☆ゆうちょ銀行：とそ子ども食堂
店名　七八八　店番　788
普通預金　口座番号　3225173
☆鹿児島銀行：とそ子ども食堂県
庁支店　普通預金　3019349

か
っ
た
。
い
よ
い
よ
ご
聖
体
拝

領
。
と
ん
で
も
な
く
長
い
列
に

な
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
い
た

が
、な
ん
と
、半
分
く
ら
い
し
か

列
に
並
ば
な
い
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
準
備
が
で
き

た
人
し
か
、
ご
聖
体
を
い
た
だ

か
な
い
と
い
う
信
仰
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
、

わ
が
身
を
や
や
恥
じ
た
。
ミ
サ

は
き
っ
か
り
30
分
で
終
了
。
ホ

テ
ル
へ
戻
り
、
バ
イ
キ
ン
グ
の

朝
食
、
い
よ
い
よ
支
援
地
へ
向

か
う
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
る
。

▼
辞
令
交
付
式

教
区
が
経
営
母
体
と
な
っ
て

い
る
学
校
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
大

隅
学
園
と
学
校
法
人
聖
マ
リ
ア

学
園
合
同
の
辞
令
交
付
式
が
３

月
29
日
（
金
）
ザ
ビ
エ
ル
教
会

で
実
施
さ
れ
、
両
学
園
か
ら
70

人
余
の
職
員
が
出
席
し
た
。
式

で
は
理
事
長
訓
話
が
あ
っ
た
ほ

か
新
任
、
中
堅
、
主
幹
の
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
が
抱
負
や
決
意
を

述
べ
る
な
ど
新
年
度
に
対
す
る

意
気
込
み
で
満
ち
て
い
た
。


